〈研究ノート〉草原における群落表面温度と微気象要素の日変化 by 下田 星児 et al.
〈研究ノート〉草原における群落表面温度と微気象
要素の日変化






筑波大学陸域環境研究センター報告 No.3 111~114 (2002) 
草原における群落表面温度と微気象要素の日変化
Diurnal Variations of Canopy Surface Temperature and Microclimate 
Parameter on the Grassland 
下田星児＊．李勝功＊＊．及川武久＊＊＊
































































H= p Gp w'T'(1) 
LE=p ,i w'q' (2) 
Fc=p w'q' (3) 
H および IEはそれぞれ顕熱.i替熱フラソクス
(W/m2), の定圧比熱(J/kg/K),wは風速の鉛直成分




























図 l 群落表面温度測定範囲の LAI
は草丈heの0.67倍 (Brutsaert,1975)とし，粗度


















落の LAIは 7/18は 2.4と小さいが， 8/11には 4.0
と圃場全体の LAIにほば等しくなっている．
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